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　災害が起きた時に、自分では避難することが難しい方を、自治会・自主防災組織、民生委員・　
児童委員、近所の方など地域で連携して支援する制度です。

★地域福祉課☎㉕１１４２

制度の対象となる方（避難行動要支援者）
１　65歳以上のひとり暮らしの方
２　70歳以上のみの世帯の方
３　要介護度４以上の方
４　身体障害者手帳（１～３級）の交付を受けている方
５　療育手帳（Ⓐ 、A、B）の交付を受けている方
６　精神障害者保健福祉手帳（１、２級）の交付を受けている方
７　その他避難支援が必要な方
※在宅の方を対象とした制度です。施設・病院などに長期間入所・入院
されている方は対象となりません。

避難行動要支援者

〜もしもの災害に備えて〜

市 役 所
避難支援等関係者

避難行動要支援者避難支援制度
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。
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関
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し
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避
難
支
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目
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※
本
庄
市
は
こ
れ
ま
で
「
災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
制
度
」
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難

支
援
制
度
」
に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

災害時の避難支援に役立てるため、
対象者の名簿を作成します。名簿
に登載された方のうち、同意を得
られた方については、平常時から
避難支援等関係者に情報提供し、
日頃からの防災対策に役立てます。

自治会・自主防災組織、
民生委員・児童委員、消防団等

登録

避難の際、支援が必要な方は同意書の提出をお願いします
　避難行動要支援者の対象となると思われる方に、「個人情報
の提供に関する同意確認書」を郵送します。
　災害が起きた時に、避難支援を必要とされる方は、「個人情
報の提供に関する同意確認書」に必要事項を記入し、同封の返
信用封筒に入れポストに投函してください。

災害時の支援

情報提供

　大阪府北部を震源とする地震により、ブロック塀倒
壊による痛ましい事故が発生しました。今後発生する
かもしれない地震に備え、ご自宅のブロック塀の点検
をして安全を確認しておきましょう。
　ブロック塀の技術的な点検は、専門業者（塀や住宅
を施工した業者等）に相談してください。

参考
【ブロック塀の点検のチェックポイント】
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/blockshei

http://www.o-seven.co.jp/~e-toko/labo/block/
qanda.php（診断結果は目安程度にお考えください）

ブロック塀の点検のチェックポイント

ブロック塀の安全点検を行いましょう
★建築開発課☎㉕１１４０

多数の人が利用する建築物の
耐震診断・耐震改修に関する補助制度

建築物のアスベスト対策に
関する補助制度

建築物に関する補助制度をご活用ください

　埼玉県では、昭和56年５月31日以前に建築確認を受け
て建築された建築物のうち、診療所や店舗、福祉施設な
どの多数の人が利用する建物で一定規模以上の建築物に
対して、耐震診断、耐震補強設計、及び耐震改修の費用
の一部を補助しています。
★埼玉県建築安全課☎０４８―８３０―５５２７

　埼玉県では、民間建築物のアスベスト対策とし
て、アスベスト含有のおそれのある吹付け材の含
有調査、及び吹付けアスベストの除去等工事に対
する費用の補助をしています。

★埼玉県建築安全課☎０４８―８３０―５５２５

ブロック塀点検チェックポイント

e-toko ブロック塀診断カルテ


